
立
習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

記
念
演
奏
会
。
第
　
回
全
日
本
吹

57

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
同
校
吹

奏
楽
部
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
シ

ョ
ー
を
披
露
す
る
な
ど
、
記
念
式

典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
原
山
中
学
校
は
、
平
成
2
年
4

月
に
船
穂
中
学
校
か
ら
分
離
し
、

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

の
生
徒
数
は
3
2
8
人
。
市
制
が

施
行
さ
れ
た
平
成
8
年
に
は
、
生

徒
数
5
8
8
人
に
。
現
在
の
生
徒

数
は
3
0
1
人
で
、
生
徒
た
ち
は

こ
れ
ま
で
育
ま
れ
た
伝
統
を
胸
に

勉
学
、
運
動
そ
の
ほ
か
の
活
動
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
学
校
で
特
徴
的
な
の
は
、

毎
朝
行
わ
れ
る「
朝
読
」。
朝
8
時

　
分
に
な
る
と
生
徒
1
人
ひ
と
り

10が
、
黙
々
と
読
書
す
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
式
典
は
二
部
構
成
で
、
ま
ず
第

一
部
で
は
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

生
徒
に
よ
る
宇
宙
連
詩
の
発
表
、

ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

成
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
木
川
氏
か

ら
「
地
球
上
で
暮
ら
す
、
ま
だ
会

っ
た
こ
と
の
無
い
友
達
の
こ
と
を

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ほ

か
の
国
に
は
、
教
育
も
満
足
に
受

け
ら
れ
な
い
友
達
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
第
二
部
は
、
習
志
野
市
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 千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

た
く
ま
し
く
　
年
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 原
山
中
学
校
が
創
立
　
周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

222222222222222222220000000000000000000020

　
去
る
平
成
　
年
　
月
　
日
、
原
山
中
学
校
に
お

21

12

12

い
て
、
創
立
記
念
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
生

徒
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
る
同
校
が
、
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街
並
み
の
な
か
で
力
強
く
　
周
年

20

を
迎
え
ま
し
た
。

葛習志野高校吹奏楽部の記念演奏会など、華やかに行わ
れた記念式典

滑習志野高校吹奏楽部の伴奏のもと、
力強く校歌を歌う原山中の在校生と卒
業生・関係者
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 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
排
出
は
適
正
に
 

ー
ス
な
ど
の
ボ
ト
ル
容
器
▼
卵
パ

ッ
ク
、
と
う
ふ
パ
ッ
ク
、
弁
当
容

器
、
プ
リ
ン
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
容
器
▼
肉
・
魚
な
ど
の
食
品
用

ト
レ
イ
、
お
菓
子
・
カ
レ
ー
ル
ウ

な
ど
の
仕
切
ト
レ
イ
▼
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
▼
練
り
わ
さ
び
、

洗
顔
料
、
歯
磨
き
な
ど
の
チ
ュ
ー

ブ
容
器
▼
家
電
製
品
な
ど
の
こ
ん

包
に
使
わ
れ
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ

　
市
お
よ
び
印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
を
実
施

し
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
重
量
比
で
約
2
～
3
割
、
容
積

比
で
約
6
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ

る
容
器
包
装
廃
棄
物
の
再
資
源
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
た
め
、
適
正
排
出
に
ご
理
解

と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

は
】
　
主
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
包
装
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除

く
）
で
あ
っ
て
、
商
品
を
入
れ
た

も
の
（
容
器
）
や
包
ん
だ
も
の

（
包
装
）
で
、
商
品
を
使
い
き
っ

た
り
、
商
品
と
分
離
さ
れ
た
場
合

に
不
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　
基
本
的
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
に
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク

（
左
図
）
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

具
体
例
】

▼
お
菓
子
の
外
袋
、
個
別
包
装
、

包
装
フ
ィ
ル
ム
な
ど
▼
シ
ャ
ン
プ

ー
、
食
器
洗
剤
・
乳
酸
飲
料
、
ソ

リサイクルしよう
携 帯 電 話

　携帯電話・ＰＨＳ端末には金、銀、
銅などの希少金属が含まれており、貴
重な資源として再利用ができます。
　不要となった携帯電話・ＰＨＳは、
このマークのある専売店ショップにて
無償で回収しますので、リサイクルに
協力をお願いします。

造
園
組
合
が
シ
ク
ラ
メ
ン
を
寄

 造
園
組
合
が
シ
ク
ラ
メ
ン
を
寄
贈贈

　
去
る
平
成
　
年
　
月
4
日
に
、

21

12

印
西
市
造
園
組
合
か
ら
、
シ
ク
ラ

メ
ン
の
鉢
植
え
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
、

訪
れ
る
お
客
様
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

寄贈されたシクラメ寄贈されたシクラメンン

シクラメンを囲んシクラメンを囲んでで造園組合の役員のみなさんと造園組合の役員のみなさんと、、
山﨑市長（前列中央左山﨑市長（前列中央左））

ー
ル
製
の
緩
衝
材
、
エ
ア
ー
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

該
当
し
な
い
も
の
】

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
洗
面
器
や

バ
ケ
ツ
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
お
も
ち

ゃ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ィ
ス
ク
な
ど
。
材
質
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
も
、
容
器
や
包
装
で

な
い
も
の
は
「
燃
や
す
ご
み
」
と

し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
班

（
緯
内
線
3
6
4
）。

明
る
い
選
挙
書
き
初
め

 明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展展

　
市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、
選
挙
に
対
し
親
し

み
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展
」

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

 　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
期
間
…
1
月
　
日
我
～
2
月
9
日
峨
。

27

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

架
選
挙
管
理
委
員
会
（
緯
内
線
4
4
0
）。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
習
志
野
高

校
吹
奏
楽
部
の
伴
奏
の
も
と
、
原

山
中
の
在
校
生
が
一
同
に
校
歌
を

斉
唱
。
華
や
か
な
記
念
式
典
は
、

閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
か
ら
の
生
徒
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
主
」「
協
調
」

「
奉
仕
」。将
来
の
印
西
市
を
支
え

る
中
学
生
が
、
こ
れ
か
ら
も
同
校

か
ら
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

葛
原
山
中
の
校
章
。中
央
の
三
角
形

と
下
部
に
あ
る
３
本
線
は
自
主
・
協

調
・
奉
仕
を
意
味
し
て
い
ま
す

▲プラスチック
製容器包装」に
表示されている
プラマーク



1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

－

2
・
緯
内
線
2
2
4
・
2
2

5
）。

※
小
林
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

緯
碓80 
8
6
7
7
へ
。

肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
人
へ

　
重
度
の
肝
臓
機
能
障
害
が
あ
る

人
の
中
で
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
人
を
千
葉
県
で
身
体
障
害
者

と
認
定
し
、
4
月
か
ら
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
交
付
申
請
は
、
市
で
受
け
付
け

し
ま
す
。
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
左
記
ま
で
。

架
千
葉
県
障
害
福
祉
課
（
緯
0
4

3
―
2
2
3
―
2
3
0
7
）、市
社

会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内
線

2
5
8
）。

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）

の
受
給
者
証
更
新
を
す
る
人
へ

　
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
に
つ
い
て
、
4
月
支
給
認
定

分
の
再
認
定
申
請
か
ら
、
必
要
書

類
で
あ
る
診
断
書
の
提
出
が
、
2

年
に
1
回
の
提
出
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
象
者
は
有
効
期
間
の
終
了
日

が
、平
成
　
年
3
月
　
日
以
降（
平

22

31

成
　
年
3
月
　
日
を
含
む
）
の
人

22

31

で
す
。

　
た
だ
し
、
有
効
期
間
が
過
ぎ
た

場
合
や
病
名
や
治
療
方
針
に
変
更

あ
る
場
合（
担
当
医
に
事
前
確
認
）

は
診
断
書
が
必
要
で
す
。

※
再
認
定
申
請
の
手
続
き
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
毎
年
必
要
。
有

効
期
限
の
3
カ
月
前
か
ら
申
請
が

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

胸
開
所
時
間
…
下
校
時
～
午
後
7

時
（
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
業
日
は
、
午
前
8
時
～
午
後

7
時
）。

胸
休
所
日
…
日
曜
日
、
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休

日
、　
月
　
日
～
翌
年
の
1
月
3

12

29

日
ま
で
。

胸
入
所
に
必
要
な
も
の
…
①
学
童

ク
ラ
ブ
入
所
許
可
申
請
書
②
父
母

な
ど
の
就
労
証
明
書
、
ま
た
は
保

護
者
が
放
課
後
に
家
庭
に
い
な
い

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
。

※
申
請
書
類
は
、
左
記
窓
口
・
各

学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

胸
申
し
込
み
…
4
月
か
ら
入
所
す

る
場
合
は
、
2
月
　
日
画
ま
で

26

（
期
限
厳
守
）。年
度
途
中
で
入
所

す
る
場
合
は
、
入
所
希
望
日
の
2

週
間
前
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
左

記
ま
で
持
参
、
ま
た
は
郵
送
。

※
各
施
設
の
入
所
状
況
に
よ
り
希

望
以
外
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

架
保
育
課
管
理
班
（
〒
2
7
0－

す
。

胸
募
集
条
件
…
左
上
表
を
参
照
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
画
～
2

15

月
1
日
俄
に
、
印
西
市
任
期
付
職

員
採
用
選
考
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
（
写
真
貼
付
）、
左
記
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
、
持
参
の
場
合
は
土
・
日
曜
日

を
除
く
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
）。

※
採
用
選
考
案
内
を
、
左
記
ま
た

は
各
出
張
所
・
公
民
館
の
窓
口
で

1
月
　
日
画
か
ら
配
布
（
休
日
、

15

休
館
日
を
除
く
）。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

架
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7

0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
3
2
）。

学
童
保
育
指
導
員

　
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
学
童
保
育

指
導
員
（
非
常
勤
職
員
）
と
し
て

勤
務
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
（
登
録
制
）。

胸
勤
務
時
間
…
（
シ
フ
ト
制
）
通

常
下
校
時
～
午
後
7
時
。
土
曜
日

お
よ
び
夏
休
み
な
ど
の
期
間
は
、

午
前
8
時
～
午
後
7
時
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
（
規
定
に
よ

り
通
勤
手
当
あ
り
）。

胸
対
象
…
心
身
共
に
健
康
な
　
歳
65

未
満
の
人
で
、
保
育
に
対
す
る
理

解
が
深
く
、
熱
意
の
あ
る
人
。

胸
申
し
込
み
…
随
時
受
け
付
け
。

履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
貼
付
）
お

よ
び
登
録
用
紙
（
左
記
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

架
保
育
課
管
理
班
（
〒
2
7
0－

1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

－

2
・
緯
内
線
2
2
4
・
2
2

5
）。

保
育
園
の
非
常
勤
職
員

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
、
保

育
士
な
ど
の
非
常
勤
職
員
を
募
集

し
ま
す
（
登
録
制
）。

胸
業
務
内
容
…
保
育
業
務
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
対
象
…
左
表
を
参
照
。

胸
申
し
込
み
…
履
歴
書
（
自
筆
で

写
真
貼
付
）
と
有
資
格
者
は
資
格

証
明
書
の
写
し
を
左
記
ま
で
持
参
。

架
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

3
）。

平成２２年（２０１０）１月１５日号（２）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

市
役
所
緯
○４２ 
5
1
1
1

福
祉

任
期
付
職
員
の
登
録
選
考

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
市
役
所
や

市
の
出
先
機
関
で
勤
務
す
る
職
種

の
任
期
付
職
員
の
登
録
選
考
を
実

施
し
ま
す
。

　
合
格
者
は
任
期
付
職
員
登
録
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
、
登
録
順
位
に

よ
り
任
期
付
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

2／10
（水）

　
ミ
リ
映
画
会

16
「
　
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

60

　
出
演
…
中
村
雅
俊
、
原
田
美
枝

子
ほ
か
。
監
督
…
深
川
栄
洋
。

胸
日
時
…
2
月
　
日
我
・
午
後
1

10

時
　
分
上
映
（
開
場
は
1
時
）。

30
胸
入
場
料
…
無
料
（
全
席
自
由
）。

胸
入
場
方
法
…
文
化
ホ
ー
ル
、
各

公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け

ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券
を
配
布

中
。

1／31
（日）

現
代
狂
言
Ⅳ

　
狂
言
と
コ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
出
演
者
は
野
村
万
蔵
、

南
原
清
隆
、
佐
藤
弘
道
、
さ
と
う

珠
緒
、
セ
イ
ン
 カ
ミ
ュ
ほ
か
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
蚊
・
午
後
3

31

時
　
分
開
演
（
開
場
は
3
時
）。

30
胸
入
場
料
…
一
般
3
街
0
0
0
円
、

子
ど
も
（
3
歳
か
ら
小
学
生
ま

で
）
1
街
0
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
1
人
6
枚
ま
で
。

　
一
般
席
1
席
に
つ
き
2
歳
ま
で

の
お
子
様
1
人
ま
で
は
膝
上
無
料
。

　
な
お
、
座
席
が
必
要
な
場
合
は

チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
は
一
般
料
金
か
ら
5
0

0
円
割
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を

い
た
し
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。

募
集

胸学童クラブ一覧胸
所在地および電話番号名　称

木刈二丁目6番地緯碓４６ ８５９２木刈学童クラブ

原山三丁目4番地緯碓４６ ３９６６原山学童クラブ

木下1475番地1緯碓４２ ００６１木下学童クラブ

小倉台二丁目3番地緯碓４６ ６０３１小倉台学童クラブ

西の原三丁目14番地緯碓４５ １３９５西の原学童クラブ

高花二丁目4番地緯碓４６ １１４７高花学童クラブ

内野一丁目1番地緯碓４６ ５６７１内野学童クラブ

大森3412番地2緯碓４２ ５８１４大森学童クラブ

原三丁目5番地緯碓４７ ６２２０原学童クラブ

小林北五丁目12番地1緯碓８０ ８６７７※小林学童クラブ

※小林学童クラブは指定管理者が管理。

胸
日
時
…
月
～
金
曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

胸
会
場
…
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
）。

架
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
相
談
専
用
電
話
0
4
3
―
4

8
6
―
5
9
9
1
・
胃
0
4
3
―
2
2
2
―
4
1
3
3
・
E

メ
ー
ルsjourei@

m
b.pref.chiba.lg.jp

）。

恭
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
窓
口
恭

可
能
で
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給

者
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

架
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯

内
線
2
6
8
）。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会

　
①
知
的
障
害
者
移
動
介
護
従
業

者
養
成
研
修
課
程
と
②
視
覚
障
害

者
移
動
介
護
従
業
者
養
成
研
修
課

程
を
開
催
し
ま
す
。

胸
期
日
…
①
2
月
　
日
牙
、　
日

11

13

臥
、
3
月
6
日
臥
の
3
日
間
と
、

ほ
か
演
習
1
日
の
全
4
日
間
。

②
2
月
　
日
牙
、　
日
蚊
、　
日

11

21

27

臥
、
3
月
6
日
臥
の
全
4
日
間
。

胸
会
場
…
①
②
共
に
船
橋
市
福
祉

サ
ー
ビ
ス
公
社
。

胸
定
員
…
①
②
共
に
　
人
ず
つ
。

40

胸
受
講
料
…
①
2
0
街
0
0
0
円

②
3
0
街
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
込
み
）。

※
①
と
②
を
一
括
受
講
す
る
場
合

3
5
街
0
0
0
円
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
画
か
ら

15

電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

架
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
ち
ば
研
修
課
（
緯
0
4
3
―
4

2
4
―
2
5
0
1
）。

胸保育園非常勤職員資格条件と勤務時間胸

左記の資格の無い人保育士、保健師、看護師の
いずれかの資格を有する人

資格
条件

【平　日】午前7時～9時30分、
　　　　午後4時～7時
【土曜日】午前7時～9時30分、
　　　　正午～午後5時
※延長保育の時間で、園の状況
によって相談

【平　日】
午前7時～午後7時

【土曜日】
午前7時～午後5時
※園の状況によって相談

勤務

時間

830円
【保育士】　910円
【保健師】1，180円
【看護師】1，140円

時給

規定により、通勤手当の支給、年次休暇の付与あり。そのほか

文化ホール
中央公民館

中央駅前公民館
小林公民館

そうふけ公民館

プレイガイド

架文化ホール

（緯碓４２ ８８１１）。

※各プレイガイ
ドで売り切れの
際は、文化ホー
ルへお問い合わ
せください。
※電話予約の受
け付けは、文化
ホールのみです。

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
所

　
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
、

保
護
者
な
ど
が
家
庭
に
い
な
い
児

童
を
対
象
に
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
学
童
保
育
指
導
員
の
下
で
宿

題
や
読
書
を
し
た
り
、
外
で
遊
ん

だ
り
し
な
が
ら
、
学
年
を
問
わ
ず

集
団
で
伸
び
伸
び
生
活
し
、
多
く

の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胸
学
童
ク
ラ
ブ
の
名
称
お
よ
び
所

在
地
…
左
表
を
参
照
。

胸
入
所
資
格
…
市
内
の
小
学
校
に

就
学
中
で
、
夫
婦
共
働
き
な
ど
の

た
め
、
保
護
者
な
ど
、
ほ
か
に
監

護
す
る
人
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
、

ま
た
は
保
護
者
や
家
族
が
疾
病
な

ど
の
た
め
、
家
庭
で
適
切
な
監
護

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
（
同
居
の

祖
父
母
な
ど
が
保
育
で
き
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
入
所
で
き
な

胸任期付職員の募集条件胸

業務内容応募資格登録
期間定員職種

介護予防プランなどの作成、
または認定調査

日本国籍を有し、地方公務員
法第16条に定める欠格条項に
該当しない人。
なお、介護支援専門員につい
ては、資格および普通自動車
運転免許を取得している人。
看護師、保育士については資
格を有する人

4/1

～

H23.
3/31

3人
程度

介護支援
専門員

小・中学校での学校用務・環
境整備

4人
程度用務員

健康・衛生管理2人
程度看護師

保育園または児童館などでの
保育業務

2人
程度保育士



胸
講
師
…
馬
場
明
四
郎
氏
。

【
①
②
共
通
項
目
】

胸
会
場
…
中
央
公
民
館
。

胸
定
員
…
各
講
座
　
人
ず
つ
。

30

胸
申
し
込
み
…
電
話
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
中
央
公
民
館（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

「
ザ
・
探
求
マ
ン
！
」

　
～
七
宝
焼
き
に
挑
戦
～

　
七
宝
焼
き
で
色
鮮
や
か
な
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
後
1

時
～
3
時
。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）。

胸
定
員
…
　
人
。

20

胸
参
加
費
…
1
人
に
つ
き
5
0
0

円
（
材
料
費
。
保
護
者
1
人
、
子

2
人
な
ら
3
人
分
1
街
5
0
0
円
、

当
日
徴
収
）。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
臥
・
午

16

後
1
時
か
ら
電
話
、
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8

0
0
）。

和
装
本
を
作
ろ
う
！

　
大
森
図
書
館
で
は
、
和
装
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い

胸
日
時
…
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9

14

時
～
正
午
。

胸
会
場
…
文
化
ホ
ー
ル
。

胸
対
象
…
成
人
。

胸
定
員
…
　
人
。

20

胸
講
師
…
横
山
謙
次
氏
（
市
文
化

財
審
議
会
委
員
）。

胸
参
加
費
…
5
0
0
円
（
材
料
費

な
ど
）。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
峨
・
午

19

前
9
時
か
ら
電
話
、
ま
た
は
左
記

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

架
大
森
図
書
館（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

③
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
装
着
…
犬
の
首
輪
に
は
、

鑑
札
と
注
射
済
票
を
必
ず
着
け
て

く
だ
さ
い
。

④
飼
い
犬
の
し
つ
け
…
飼
い
主
の

指
示
に
従
う
よ
う
に
、
ま
た
、
人

を
咬
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
つ

け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
犬
の
係
留
（
千
葉
県
犬
取

締
条
例
）
…
犬
は
、
必
ず
つ
な
い

で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
は
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
短
い
引
き

綱
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合
の

届
出
（
千
葉
県
犬
取
締
条
例
）
…

飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
飼
い
主
は
必
ず
印
旛

保
健
所
（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―

1
1
3
3
）
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

架
生
活
環
境
課
環
境
指
導
班
（
緯

内
線
3
6
5
・
3
6
6
）。

平
成
　
年
度

21

苛
印
旛
沼
環
境
基
金

　
助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
当
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、
印

旛
沼
お
よ
び
流
域
の
水
質
浄
化
、

環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
た

小
・
中
・
高
等
学
校
、
大
学
お
よ

び
一
般
団
体
の
活
動
成
果
報
告
会

を
行
い
ま
す
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
画
・
午
前
9

22

時
　
分
～
（
受
け
付
け
9
時
～
）。

20
胸
会
場
…
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

胸
日
時
…
2
月
　
日
牙
・
　
日
画

18

19

・
午
前
9
時
　
分
～
午
後
5
時
。

30

胸
会
場
…
平
岡
自
然
の
家
。

胸
対
象
…
学
校
、
病
院
、
工
場
、

文
化
財
な
ど
消
防
法
施
行
令
別
表

第
一
に
掲
げ
る
施
設
で
、
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
延
べ
面
積
3
0
0
愛

以
上
、
そ
れ
以
外
は
5
0
0
愛
以

上
の
施
設
に
お
い
て
管
理
監
督
的

地
位
に
あ
る
人
を
原
則
と
す
る
。

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
一
定
の

社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
面

積
制
限
な
し
。

胸
定
員
…
1
0
0
人
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
俄
～
　

18

22

日
画
（
初
日
と
2
日
目
は
、
管
内

在
住
・
在
勤
者
を
対
象
）
に
受
講

料
4
街
0
0
0
円
、写
真
2
枚（
縦

4
唖
×
横
3
唖
）
を
そ
れ
ぞ
れ
申

請
書
お
よ
び
受
講
票
に
貼
付
し
、

左
記
に
直
接
提
出
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
左
記
窓
口
お

よ
び
管
内
の
消
防
署
・
分
署
で
配

布
。
ま
た
、
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

架
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
碓46 
9
9
7
1
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://h
o
m
e
p
ag

e
2
.n
ifty
.co
m
/fire

-in
za

ich
ik
u
/

）。

い
ん
ば
沼
フ
ォ
ー
ラ
ム
　in

や
ち
よ

　
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
お
よ
び
八

千
代
市
主
催
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
後
1

時
　
分
～
5
時
（
受
け
付
け
0
時

30
　
分
～
）。

20胸
会
場
…
八
千
代
台
文
化
セ
ン
タ

ー
。

胸
定
員
…
2
0
0
人
（
先
着
順
）。

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
内
容
…
次
の
と
お
り
。

服
装
で
、
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡

（
自
宅
に
あ
れ
ば
）
持
参
。

胸
申
し
込
み
…
1
月
　
日
俄
（
当

25

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
①
住
所
②

参
加
者
全
員
の
氏
名
③
年
齢
④
職

業
（
学
年
）
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

を
明
記
し
、
は
が
き
、
ま
た
は
F

A
X
、
E
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※
詳
細
は
、
後
日
連
絡
。

架
生
活
環
境
課
環
境
保
全
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森

2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
8

・
胃
碓42 
5
3
3
9
・
Ｅ
メ
ー
ル
 s

e
ik
atu
k
a@
m
l.city

.in
za

i.ch
ib
a.jp

）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

①
「
環
境
問
題
と
食
糧
」

　
環
境
汚
染
が
健
康
や
食
糧
に
与

え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
臥
・
午
前
　

23

10

時
～
正
午
。

胸
講
師
…
堀
江
義
一
氏
（
千
葉
県

環
境
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

②
「
健
康
作
り
～
食
～
」

　
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
も
あ
る

と
お
り
、
健
康
づ
く
り
と
食
の
関

係
は
密
接
で
す
。

　
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
時
…
1
月
　
日
臥
・
午
後
1

23

時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

胸
参
加
費
…
無
料
。

架
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
緯
0
4

3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

排
水
設
備（
水
洗
化
）工
事
は

「
指
定
下
水
道
工
事
店
」で

　
市
で
は
、
排
水
設
備
（
水
洗
化
）

工
事
に
必
要
な
専
門
的
知
識
と
技

術
を
持
ち
、
適
切
な
工
事
の
施
工

と
事
務
手
続
き
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
業
者
を
「
指
定
下
水
道
工
事

店
」
と
し
て
指
定
し
、
指
定
工
事

店
以
外
で
は
排
水
設
備
等
の
工
事

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
が
正
し
く
行
わ

れ
な
い
と
、
排
水
設
備
の
詰
ま
り

や
故
障
の
原
因
と
な
り
、
利
用
者

の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で

な
く
、
公
共
下
水
道
施
設
全
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
適
切
な
事
務
手
続
き

が
行
わ
れ
な
い
と
、
使
用
料
に
関

す
る
問
題
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

飼
い
犬
に
は
登
録
と

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
狂
犬
病
の
発
生
を
予
防
し
、
ま

ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
飼
い
主
は
、

次
の
こ
と
を
守
り
、
責
任
を
も
っ

て
適
正
に
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
の
登
録
（
狂
犬
病
予
防
法
）

…
生
後
　
日
以
上
の
犬
に
は
、
生

91

涯
1
回
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
市
生
活
環
境
課
で
行

っ
て
い
ま
す
。

②
狂
犬
病
予
防
注
射
（
狂
犬
病
予

防
法
）
…
生
後
　
日
以
上
の
犬
に

91

は
、
毎
年
1
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
小
林
千
代
美
氏
（
郷
土
歴
史
作

家
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
あ
ば
れ

沼
と
八
千
代
の
人
々
の
苦
し
み
」。

②
座
談
会
「
大
丈
夫
か
？
い
ん
ば

沼
…
！
～
生
き
も
の
た
ち
の
世
界

か
ら
～
」。

毅
座
長
…
本
橋
敬
之
助
氏
（
苛
印

旛
沼
環
境
基
金
・
農
学
博
士
）。

毅
パ
ネ
ラ
ー
…
中
村
俊
彦
氏
（
千

葉
県
中
央
博
物
館
・
農
学
博
士
）、

小
出
可
能
氏
（
苛
自
然
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
・
農
学
博
士
）、
川
津
浩

二
氏
（
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
内
水
面
水
産
研
究
所
）、浅

野
俊
雄
氏
（
苛
日
本
野
鳥
の
会
）。

架
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
緯
0
4

3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

北
千
葉
道
路

　
　
　
リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展

　「
北
千
葉
道
路
」を
詳
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
沿
線
市
町
を

リ
レ
ー
形
式
で
つ
な
ぐ
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

胸
期
日
…
2
月
1
日
俄
～
5
日
画
。

胸
会
場
…
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
。

※
北
千
葉
道
路
に
関
す
る
問
合
わ

せ
は
、
関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国

道
事
務
所
計
画
課
（
緯
0
4
3
―

2
8
7
―
0
3
1
4
）。

架
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯

内
線
4
7
3
）。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

野
鳥
観
察
会

　
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
ふ
れ
あ

う
第
5
回
自
然
探
検
隊
を
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
調
整
池
周
辺
で
開
催

し
ま
す
。

胸
日
時
…
2
月
6
日
臥
・
午
前
9

時
　
分
～
　
時
　
分
。

30

11

30

胸
対
象
…
原
則
、
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
）。

胸
定
員
…
　
人
程
度
。

30

胸
参
加
費
…
1
0
0
円（
保
険
料
）。

胸
そ
の
ほ
か
…
歩
き
や
す
い
靴
と

（３）平成２２年（２０１０）１月１５日号

講
座
・
催
し

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座

『
描
か
れ
た
房
総
』

胸
日
時
…
2
月
7
日
蚊
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

胸
会
場
…
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ（
施
設
以
外
に
駐
車
場
あ
り
）。

胸
講
師
…
高
橋
覚
氏
（
千
葉
県
立

中
央
博
物
館
大
多
喜
分
館
上
席
研

究
員
）。

胸
参
加
費
…
5
0
0
円
。

架
印
西
歴
史
愛
好
会
・
田
中（
緯
0

9
0
―
9
2
3
1
―
7
8
8
8
）。

怯
福
祉
関
係
就
職
面
接
会

胸
日
時
…
1
月
　
日
我
・
午
後
2

20

時
～
（
受
け
付
け
1
時
　
分
～
）。

30

胸
会
場
…
成
田
中
央
公
民
館
。

胸
対
象
…
管
内
事
業
所
（
　
事
業

15

所
前
後
予
定
）、
福
祉
、
介
護
職
を

希
望
す
る
人
。

架
成
田
公
共
職
業
安
定
所
福
祉
人

材
コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

環
境

　農林水産省では、平成22年２月１日現在
で、「2010年世界農林業センサス」を実施し
ます。この調査は、我が国の農林業・農山村
地域の実態を明らかにする最も基本的な調査
です。
　１月中旬から農林業関係者のみなさまのと

ころに「調査員証」
を携行した調査員
がお伺いしますの
で、ご協力をお願
いいたします。
架市情報管理課文
書統計班（緯内線
462・463）。

2010年世界農林業センサスに
ご協力ください

マスコットキャラク
ターの「つっちー」

　
平
成
７
年
１
月
　
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

１７

災
を
機
に
、
毎
年
１
月
　
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１７

ア
の
日
」、
１
月
　
日
～
　
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１５

２１

ア
週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
国
民
が
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
お
よ
び
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
、
広
く
認

識
を
深
め
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
み
ん
な
で
地
震
へ
の
備
え
や
心

構
え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

架
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
４
５
３
）。

　
排
水
設
備
工
事
の
相
談
、
見
積

も
り
、
施
工
に
つ
い
て
は
、
必
ず

市
の
「
指
定
下
水
道
工
事
店
」
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
の
申

し
込
み
か
ら
完
了
ま
で
の
諸
手
続

き
は
、
み
な
さ
ん
に
替
わ
っ
て
指

定
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

架
上
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯

内
線
5
5
3
）。

災害の備えと準備を再確認
「防災とボランティア週間」

　『
広
報
い
ん
ざ
い
平
成
　
年
1
月
1
日
号
』
7
ペ
ー
ジ
目

22

「
保
育
園
の
入
園
の
申
し
込
み
」
の
「
市
内
保
育
園
一
覧
」

で
「（
民
間
）
認
定
こ
ど
も
園
し
お
ん
保
育
園
」
の
電
話
番

号
を
「
緯
碓46 
6
6
0
0
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
緯
碓46 
1
3
2
9
」
で
す
。

　
ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
中
「
ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
パ
ー
ト
Ⅱ
」
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
春
初
詣
ウ
ォ
ー
ク
」
の
日
時
で
「
1
月
　
日
16

蚊
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
1
月
　
日
臥
」
で

16

す
。
　
お
詫
び
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

償
却
資
産
の

　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の

申
告
期
限
は
、
2
月
1
日
俄
ま
で

で
す
。

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
（
個

人
・
法
人
）
は
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

架
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
2

6
4
・
2
6
5
）。

税
金

胸お詫びと訂正胸



回
、
2
回
と
N
G
、
3
回
目
に
な

ん
と
か
「
O
K
」
と
、
三
浦
さ
ん

の
声
で
山
崎
く
ん
も
ほ
っ
と
一
息
。

　
続
い
て
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
リ

ハ
ビ
リ
体
操
。
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
が
車
椅
子
に
乗
っ
て
ト
レ
ー
ナ

ー
の
先
生
を
囲
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
輪
の
中
に
、「
み
ど
り
荘
」
で
の

体
験
学
習
の
生
徒
3
人
が
、
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
に
付
き
添
い
一
人

ひ
と
り
丁
寧
に
話
し
か
け
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
山
崎
く
ん
が
カ

メ
ラ
マ
ン
。
三
浦
さ
ん
の
指
導
の

下
、
撮
影
を
進
め
ま
す
。
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
も
、
ち
ょ
う
ど
孫
の

世
代
と
の
会
話
に
う
れ
し
そ
う
。

表
情
が
柔
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
に
戻
り
、「
み
ど
り
荘
」

で
体
験
学
習
を
し
て
い
る
渡
辺
く

ん
、
佐
野
さ
ん
、
松
田
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
撮
影
で
す
。

　
最
初
は
山
崎
く
ん
が
、
渡
辺
く

ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
相
手
の
目

線
と
カ
メ
ラ
の
位
置
を
意
識
し
て

自
然
な
映
像
に
な
る
よ
う
に
と
三

浦
さ
ん
が
細
か
く
指
導
。
何
度
か

撮
り
直
す
う
ち
に
、
徐
々
に
ま
と

ま
っ
て
き
ま
す
。
続
い
て
東
さ
ん

が
佐
野
さ
ん
に
聞
く
カ
ッ
ト
。
質

問
と
答
え
が
自
然
に
つ
な
が
る
よ

う
に
、
と
三
浦
さ
ん
が
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
相
手
の
言
葉
を
受
け

取
っ
て
次
の
質
問
に
つ
な
げ
る
と

い
う
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
安
田

　「
こ
れ
ま
で
も
テ
レ
ビ
放
送
に

関
心
の
高
い
生
徒
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
語
る
「
ら
ー
ば
ん
ね

っ
と
」
の
山
本
さ
ん
に
体
験
学
習

玄
関
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
コ
メ

ン
ト
の
撮
影
か
ら
で
す
。
カ
メ
ラ

は
三
浦
さ
ん
が
回
し
「
ハ
イ
、
ス

タ
ー
ト
」
で
山
崎
く
ん
の
コ
メ
ン

ト
。
や
や
緊
張
気
味
な
の
か
、
1

 印
西
市
生
き
活
き
職
場
体
験
学
習
②

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
ら
ー
ば
ん
ね
っ
と
」

広報レポーター：宇野　建夫（小倉台）

平成２２年（２０１０）１月１５日号（４）

▲前列左から山崎くん、安
田さん、東さん、後列左か
ららーばんねっとの三浦さ
ん、山本さん

フ
ロ
ア
ー
の
木
目
の
模
様
は
父
に
見
え
母
に
も
見
え
て
霜
月
の
尽

大
　
塚
　
　
　
秋
坂
　
文
子

黄
葉
せ
る
大
豆
の
葉
群
に
置
く
露
の
朝
の
光
に
冷
ゆ
る
寂
し
さ

　
小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
並
木
道
銀
杏
の
落
葉
に
く
つ
音
さ
や
ぐ

大
　
森
　
　
　
羽
方
　
政
子

今
日
来
れ
ば
こ
す
も
す
畑
に
丈
低
き
返
り
花
咲
く
色
あ
ざ
や
か
に

西
の
原
　
　
　
濱
崎
　
伸
枝

ま
た
来
て
ね
子
等
の
笑
顔
に
託
児
所
に
紙
芝
居
持
ち
ま
た
訪
ね
行
く

原
　
　
　
　
大
西
智
恵
子

恙
な
き
 証
 を
綴
る
日
記
買
う

あ
か
し

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

落
葉
着
て
眠
る
古
墳
や
遠
筑
波

小
林
浅
間
　
　
樫
本
　
聖
彦

ナ
ウ
マ
ン
象
出
土
の
沼
や
初
霞

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

年
と
れ
ど
あ
い
も
変
ら
ぬ
歳
の
暮

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

鯛
焼
き
の
袋
の
ぬ
く
き
五
ツ
入
り

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

さ
ん
が
松
田
さ
ん
に
マ
イ
ク
を
向

け
「
み
ど
り
荘
を
選
ん
だ
理
由
は

な
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と

「
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
の
で
、
介
護
の
仕
事
が
大
事
に

な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」
と
松

田
さ
ん
。

　
最
後
に
「
み
ど
り
荘
」
の
介
護

福
祉
士
青
野
さ
ん
に
、
東
さ
ん
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。「
3
名
の
生
徒
さ

ん
の
働
き
ぶ
り
は
し
っ
か
り
し
て

い
て
感
心
し
て
い
ま
す
。
介
護
の

仕
事
は
思
い
や
り
が
大
事
で
す
が
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
高
齢
者
と

の
会
話
も
上
手
に
で
き
て
い
ま
す
。

将
来
福
祉
の
仕
事
に
就
い
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
学
2
年
生
と
い
え
ば
　
歳
の

14

希
望
の
満
ち
溢
れ
た
世
代
。
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考

え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
た
取
材
で
し
た
。

の
内
容
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
。
番
組
制

作
の
流
れ
な
ど
の
説
明
、
実
際
の

ス
タ
ジ
オ
機
材
を
使
っ
て
の
編
集

作
業
も
体
験
し
ま
す
。
二
日
目
が

今
回
の
同
行
取
材
で
す
。
市
内
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み
ど
り

荘
」
で
、
同
級
生
が
行
っ
て
い
る

職
場
体
験
の
様
子
を
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

午
後
は
牧
の
原
に
あ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト「
ジ
ャ
パ
ン
ミ
ー
ト
」

で
の
職
場
体
験
の
様
子
の
レ
ポ
ー

ト
を
予
定
。
参
加
す
る
生
徒
は
木

刈
中
学
校
2
年
生
の
東
美
優
さ
ん
、

安
田
花
絵
さ
ん
、
山
崎
裕
也
く
ん

で
す
。　
　
　

　
今
日
の
先
生
は
「
ら
ー
ば
ん
ね

っ
と
」
の
レ
ポ
ー
タ
ー
で
お
馴
染

み
の
三
浦
さ
ん
。「
み
ど
り
荘
」
の
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架生活環境課クリーン推進班（緯内線363）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲背広上下（紺・要相談）▲背広上下（黒・要相談）▲背広上下（ダークグレー・要相
談）▲木製ハイチェア（２千円）▲エレクトーン（要相談）▲きかり幼稚園制服（要相
談）▲スノーボードとブーツ（２組・それぞれ３千円）▲柏日体大高校セーターとベ
スト（要相談）▲ノートパソコン（2万4千円）▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲テレビ（２
台・それぞれ無料）▲印西中学校女子制服スカート（夏、冬用・無料）。

▲全自動麻雀卓▲印旛高校女子制服▲ノートパソコン▲県立我孫子高校指定セーター
▲麻雀卓▲印西しおん幼稚園男子制服（115cm）▲電子ピアノ▲小林中学校女子制服（Ｍ
かＬ）▲小林中学校女子体操服（ＭかＬ）▲幼児用自転車▲きかり幼稚園制服、体操服な
ど。

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い物にはマイバッ
クを持参しましょう。

▲

三浦さんの指導で撮影す
る山崎くん

　上の写真が撮影されたのは昭和37年（1962年）。当時の印西町
の世帯数は3,201世帯、男性8,508人、女性8,682人で合計17,190
人（3月末）。写真中の後ろ姿の女性は、そのお一人でしょうか。
千葉ニュータウン地区の事業計画が制定されたのは昭和41年
（1966年）。ニュータウンはまだ原野で、北総線は影も形もあり
ません。
　この写真を撮影した人は、ある地区の四つ角に立っています。
郷愁をそそるこの町並みも、祭りの日は一転します。当時は成田
や船橋からも見物客が訪れ、大混雑。それぞれの通りから 御輿 が

みこし

集結し、この場所でクライマックスを迎えました。右側の飲食店
の2階窓には見物客が鈴なり、興奮が高まります。
　そんな思い出話をお聞きしたのは、このお店の女将さんだった
伊藤雅子さん。雑貨屋から始まり、飲食店まで120年の歴史があ
るそうです。地域に根付き、親しまれ、2階の座敷では地元の人た
ち以外にも官公庁の宴会、議員の会合が開催されました。近くに
あった川では川エビやフナが獲れ、お店で出したそうです。「お酒
を飲んで泥酔した馬方が荷車に乗ると、帰り道を覚えている馬が、
勝手に主人を家まで運んでいった」と面白いエピソードも。
　しかし、何度か増改築を重ねたこのお店、残念ながら昨年取り
壊されてしまいました。改築のたび、店名が刻まれた皿や徳利を
記念に持ち帰る人が多く、小粋な玄関、唐破風の下に飾られた 欅 

けやき

の看板は今も所在不明です。
　平成8年（1996年）に市制を施行した印西市の人口は、現在6
万6千人を超えました。その賑わいの原点がここにあります。
　さて、ここはどこでしょうか？

広報レポーター：藏元 三四郎（大森）

いい
ん
ざ
ん
ざ
いい
思思
いい
出出
       

写
真

   写
 真
 館館

▲答えは「木下河岸」。左写真とは角度は異なりますが、現在（右写真）は
河岸もなくなり、大きな木も生え、利根川の形も変わっています。

《１2月１５日号の解答》


